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第２報系群標徴の特性

Ｉ緒言

第１報（海況の変動と漁況との関係）で，伊豆諸島産ハマトビウオの漁獲
量を支配する環境要因として，海況変動と漁況および人為的要素との関係に
ついて述べたが，いうまでもなく漁沈は前記要因だけで変動するものではな

く，生物学および資源学的にも調査する多くの問題があることも指摘した。

そこで前報に引き続いて､過去５年間の毎２～５月の漁期中に伊豆諸島で漁

獲されたハマトビウオに対する漁獲物調査のうち，魚体調査（体長・体重そ

の他生殖せん，せきつい骨数等）の結果を地域別，時期別および雌雄別に分

析し，また，現在の漁業者の概念である「南方（鳥島・青ヶ島方面）におけ
る漁獲が以後の北方（大島・三宅島方面）の漁獲量に影響する」ということ

を，資料で検討した結果知見か得られたので，それらの結果を報告する。こ

れがこの漁業の発展に資するならばまことに幸である。

Ⅱ調査方法

１９５４～１９５８年の毎２～５月の期間中に伊豆諸島産ハマトピウオを

各漁場別劔旬別に，１回５０尾を標準として水場直後ランダム方式で測定し

た。なお，鳥島および御蔵島のサンプルは都南丸（指導船）が漁獲，氷蔵し

たものを帰港後測定した。測定尾数は，５４年７７２尾，５５年８０６尾，

５６年７８６尾，５７年１，０６０尾，５８年６３０尾で合計４，０５４尾である。

体長は下あごの先端からせきつい骨末端までを測定板でillliつた゜しかし，こ

のように集めたサンプルは，年級群による生態の差異，漁具（刺網）による

選たく性などの考慮を要することはいうまでもないが，これらはすべて伊豆

諸島海域に来遊している魚群の代表であるものとして考察を行った。

Ⅲ調査結果および考察

１漁場の移動と標本船の操業位置

１９５４年；初漁は，２月７日鳥島で都南丸および八幡丸が行った。３月

８日までは１日平均１００尾以下の不漁であったが，９～１５日は好漁（一

晩１万尾以上）が続いた。その後，漁場は八丈島方面に移動し，３月１０日
～４月１０日まで好漁があった。御蔵島は３月１０～１３日，三宅島３月１５
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日～４月１０日，神津島３月２０日～４月１５日、大島３月２５日～４月
１０日それぞれ好漁であった。この年は，初漁期低緯度方面に漁場が形成ざ
札北上して盛漁期を迎え卯高緯度で終漁となっている。（第１図Ａ）
１９５５年；前年同様初漁は鳥島で２月９日から都南丸が行った。２月

２４日ころまで調査，操業したがほとんど漁獲なく，約２週間で１万尾程度

の漁獲であった。しかし，３月６～９円に大群が来遊し，大漁であった。そ

の後，漁場が北へ移り，八丈島で３月１０日～４月１０日，御蔵島４月２５

日，三宅島４月２０～３０日，神津島４月２８日～５月２０日，大島４月
２７日～５月１０日にそｵしぞれ好漁かあった。（第１図Ｂ）

１９５６年；この年も２月１５日鳥島で都南丸ほか２隻が初漁し，３月
１０日まで行ったが不漁に終始した。その後，青ヶ島と八丈島に移って,０

月２０日～４月２５日に連続豊漁がおったが，三宅鳥以北は低温のたために
不漁であった。（第１図ｃ）

１９５７年；鳥島で２月２０日に初漁，４月１５日までの約２か月間，比

較的連続して好隠かあり，４月上旬は例年lこない異常豊漁があった。４月
１８～２６日ベヨネーズ樵（ハロース）に好漁場ができた。この漁場は，現

在までまったくの未開拓地であったが，都南丸の試験操業で･有望なことか判
明し，大型漁船の出漁により約２０万尾漁獲された。また，八丈島で４月

２９日～５月１０日異常豊漁があった｡三宅島以北は冷水塊の影響で低温と

なり，不漁であった。（第１図、）

１９５８年；本年も鳥島で２月１２日に初漁，４月２５日までに１４隻が
出漁したがプ低温が縦いて例年にない不漁であったｄ八丈島は，３月１９日

～４月３０日に１隻平均1,000尾以上の豊漁であった。三宅島では，４月１

日～５月３日に比較的好漁があったが，４月中斤旬は低温（１５～１６℃）
のため一時不漁となった。（第１図Ⅱ）‘

以上のとおりであるが，その特徴としては，(1)各年を通じて八丈島では～

２００～４２０万尾の豊漁であった。(2)１９５４－５５年の漁場は，初漁期は低

緯度で，終漁期は高緯度で漁獲があった。(3)５６年の漁場は青ヶ島と八文島
に集中した(4)５６～５７年は三宅島以北低源のため不漁(5)５７年はァ鳥島，

ベヨネーズなどの低緯度に漁場が形成されたa(6)５８年は，漁場が低緯度か



ら尚緯度',こかｂて広範囲に分散し，低緯度は不漁で，八丈島は豊漁｜また，

三宅島は３年ぶりの好漁であった。
上旬×圭矯４月幸霊５月二句□卿図(標本船の操業位置）記号例:2弾霜３月ｗ感下岻中佃
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魚体組成の年変動

１）体長へ

各年吹ごとの体長のひん度分布は第１妻第２図のとおりである。
１９５４年；３２．５ｃｍ級に、ｏｄｅがあり，３４５c加級に１Ｍ、さい山があ
る。体長範囲は３０．０～４０．０c〃である。（ここで３２．５ｃｍ級とは，
３２５～33.0cmｚ未満の範囲をいう。以下こｵしに同じ。）

５５年；、ｏｄｅは３２．５cm2級で，体長範囲は３０．０～４０．０cjmである。
３０．０～４０．５C〃である。

５６年；〃３２．５Cl1,級で，〃
３０．０～３９．５c〃て．ある。３３．０c2Iz級で，〃５７年；”
３０．０～４０．５“である。３３．０c加級で，〃５８年；”

以上５年間に伊豆諸島で漁獲されたハマトピウナリ体長組成は，八
丈島その他全域でもおもな部分をなすものは３２．５ｃ加級である。年別

パイでは，１９５４～５５年は32.0～３４．Ｍ@級，５６年は３１．５～３３．５

ＪＣ"級，５７年は３２．０～３４．５C加級，５８年は３２．０～３４．５ｃｍ級の魚群
；が過半数をしめている。従って，この群の消長が実際の漁獲量を左右
～することが最も多いと恩わｵしる。体長の最大値は，５６年の４０．３ｃｚｚ
（４月２３日八丈島），最小値は，５５年の３０．０ｃ〃（２月１６曰と
３月４日鳥島）である。全平均値は，５４年３３．７０c"，５５年３３．３４”，－－－－－－－－－－－…－－－－－－戸夢一～声声壱万一一一F戸一一一一-－．－－－－－．｡--.--

Ｄ
】

ﾑｰｺ集型鰹竺且旦逹Sji型P迩垂あｈなお’八丈←-｢--ムエガ告一一甲・～`。-ﾛ

ｰｰｰｰｺﾞｭｺ凸

２６ｃｍ，５８年３３．７９cm垂ある。＿なｺﾞ５，ハヌ
ー■一つＴ三一一～－－．．℃同一垂一．-年．■■ごり臥戸声閃一一`:…~曇．

ふした。また，５４－－５６年の、ｏｄｅ３２．５
ぅ３３．Ｍﾜzヘ０．５c船えたことが注目される。

ELと旦集且-塁l_亘２２２－

産の取り

cilz級が，５７～５８年の、ｏｄｅ３３．０c"ヘu・ＤＣ…え7‐`-と刀、仁ヒローレー。

）体重

ひん度分布は各年を通じて４００９級にＩｎｏｄｅがある。漁獲物のお

もな部分をなすものは，３５０～４７５９の屯のが過半数出現している。
体重の最大値は，１９５０年の８２０９（３月２５日青ヶ島），最小
値は，５４年の３１０９（４月７日八丈島）である。１９５４～５７年は
類似しﾌﾟt二組成を示したが，５８年は，ｍｏｄｅは変らないか全般に高年
級群が多く出現していることは興味深い｡（第２表および第３図）
魚体組成の季節的変化

）体長

２
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１
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各年吹ごとの旬別体長組成の特徴を次に示すと，

１９５４年；初漁期の低緯度の魚群は比較的大型が出現し，途中小型

魚となり，その後中型，終漁期け大型が多い。

５５年；初漁期は比較的大型魚が出現し，３月上旬は著しく小型魚で，
その後中型から次第に大型化するが，途中５月上，中旬やや小型魚か

多くなる。

５６年；初漁期３４．０“級以上の大型がかなり出現している。５月上

旬以降漸次大型が多くなる。

５７年；３月中旬は著しく小型魚があらわｵし，その後５月上旬までは

だいたい３２．５～３４．０ozｚ級の山をもつものである。終勘に大型魚は出

現しない。

５８年；初漁期大型魚が多く出現，４月中旬にも現れる。４月下～５

月上旬は著しく小型魚が多くなっている。

ｌ）(に平均体長の変化（旬別）は第３表Ａ～Ｅおよび第４図のとおり

でＪ傾向としては，初漁欺３４．０c氾級のものが現れ，その後次第に小

型となり，３月下旬から次第に大型化する。５月上,中旬の終漁期は再び

小型魚が出現する。しかし，年によっては，３月上～中旬大型，４月

下旬小型，５月上，中旬大型魚が現れる。なお，測定資料の多い八丈

島産についてみると，全体の場合に似た変動方示しているが，初漁期
の体長はやや小さく，平均値か最小となる時期は３月上旬か下旬であ

る。

２）体重

各年次別の体重組成の特徴を次に示すと，

５４年；２月下～３月中旬高い山は３７５～４００９級にあるが，

４５０９級の大型魚も現れている。３月下～４月上旬は４００９級で

あるが，中旬は著しく大型がまじｂ,,下旬再び４００９級にもどり，５月

は大型か多い。

５５年；全体を通じて４００９級の山が最も多く，初期はほとんど大型ｚ
終期は小型魚でお為。

５６年；だいたい前年と同様であるが，４月上７下旬３７５９級の山が

牢

の
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Ｎ＝尾数第１表体長ひ'ん度分布表
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１９５６年

－１１↓ＩｌｌＩｌｌＩｌＩ１‐Ｔ‐し一

’

’
ワ

450５５０おＵ／bＵ

'よ大型魚の混入か多い｡ある。初期に

５７年；３月上旬の山は４５０９級と４００９級で，中旬は３７５９と

４５０９級になった。下旬から大型魚がかなり現れている。５月上旬か

ら小型魚が若干まじっている。

５８年；３月上～下旬４００９級であるが，４５０９激以上の大型魚も
かなりあり，次第に下って４月下旬最小（３７５９級）となり，前年

に比べて今般に大型魚が多く現れていろ。

１）および２）を総合して時期的変動をみると，（測定尾数が少なく
考察はす｢ずかしい。）

以上１）および２）を総合して時期的変動をみると，（側疋尾叙かシソょ、

詳しい考察はむずかしい。）

ａ）し初ji触風に現れMKij緯虞域QfK1主2i三聾l:ij菱こしL二Ｌ－
Ｐ）盛漁期は，体長３３．０～３３．５cｿ、，体重４００～４５０９の中型魚が多

’０

１`、。

ｃ）３月上～中旬}こ小型魚か出現する。

ｄ）終漁期小型魚が現れるが，年によっては大型魚も現れる。
－１５－

●

｡



魚体組成の地域的相違

1）体長

１９５４年から１９５８年までの５年間の漁場別体長組成は，第４

図のとおりである。

５４年；初漁期の鳥島と八丈島のものを比べると，八丈島産のほうが
体長の山で１０沈小きい。３５．ＭW,級の大型魚の混入率は鳥島が大であ

る。また，４月に入って，八丈島と大島，八丈島と御蔵島を比べると

やはり南域のものが大である。

５５年；３月上～中旬烏島と八丈島，青ヶ島と八丈島，４月下旬八丈

島と神津島，利島方面，５月上旬八丈島と三宅島をそれぞれ比べると，

３月上旬を除き，南城のものは平均１c加大である。

５６年；冷水塊のために異常海況となり，漁場は八丈島と青ヶ島海

域に濃密に形成された。従って，サンプルは３月中～４月下旬の５回で，

広範囲に比較できなかった。八丈島と青ヶ島のものを比べると３月下

旬を除いて、ｏｄｅは八丈島のほうが大である。４月下旬になって肴ケ

島に大型魚多く』結局平均値は青ヶ島が大となった。なお，八丈島

では初期の大型魚を対象としたことに起因するとふられる．

５７年；前年と同様異常現象を示した。はじめベヨネーズ，青ヶ島方

面に濃密となり，４月２８日からは八丈島で記録的な豊漁があった。

従って３月中～５月上旬に八丈鳥～ベヨネーズ間と鳥島のものを比較

したの承で，三宅島以北は資料がない。すなわち，３月中旬の鳥島の

ものは御蔵島産よりも２ｃ加大であり，３月下～５月上旬の八丈島と以

南の各地を比べろとすべて八丈島が大型であって，前年と類似する。

５８年；前２か年と異り，漁場は伊豆諸島全域に拡大したが，やはり，

南城のもののほうが大型となっている。

以上結果的にみて，他●マグロ，サンマ等の魚種の場合でも緯度による相

:説があるが，伊豆諸島のハマトピウオは一般的に南大北小の傾向で，冷水

４

［

違説があるが，伊豆諸島のハマトビウオは一般閉に閑大北小の1〔

塊により魚群の北上がはばまれると北大南小となるようである。

－１４－
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魚体組成の雌雄別相違５

体長組成(a）

調査期間中の雌雄別体長組成のひん度分布は第５図のとおりで，各年こ

ごとの、odeを見ると，１９５５濤年はヱ３４．０c"’３は３２．５c"級，
字３４．Ｍ,z，５６年は，旱３６．Ｍ'’８３Ｌ５ｃ獅級，５７年は ８３１．０

ヱ３６．００鰯と３７．０c鰯，８３３．０c加級で，すべて雌のc"級，５８年は

年２．３４“，５６年|まうか魚体が太である。また，平均値では， ５５

１．８３c"，５７年２．２７c〃，５８年２．７１c〃，総平均で２．２０ｃｍの差で

雌のほうが大きい。

第５図（一・一旱Ｘ８ 図内の数字l主尾数）
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(b）出現率

雌雄の出現率は第３表のとおりで，測定尾数は少いがだいたいの傾向

として）

１）１９５５年には，３月中旬旱か多く，４月下旬以降三宅島以北で

は，旱はほとんど出現してない。

２）全体的に８の出現顕著である。
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６漁獲努力の変化に伴う体長組成の相違

前報で単位漁獲努力量の群象曲線を解析したところ顕著に分離した３つ

の山が出現することを指摘した。今回は３つの山を代表する八丈島産の魚

群の体長組成と平均体長の変化をあわせ考察すると，第６図のとおりであ

る。すなわち，漁況の豊凶によって体長組成に著しく差異が認められる。

以上を総述すると，豊漁期に出塊する魚群はある特定の体長を有するもの

の出現率によって決定され，凶漁期にはこの魚期が逸散することによって

起きるものである．また，同時に同一年内に異なった漁期に出現する豊漁

時の魚群組成は異なっていることもわかる。一方田口（１９５６）は流網ｉ

漁船１隻平均のベニザケ漁況から２系統の魚群が来遊することを推定して

いる。伊豆諸島産ハマトピウオも漁況学的に３群が出現しているところか

ら肌らかに３糸航の魚群か来遊して来るものと考えられるが，これはポピ

ユレージョンの相違か，あるいは傾斜によるものか今後，生物学的，ｊ統計

学的に検討して別号で報告する予定である．いずれにしてもはなはだ重要

な問題である。

Ⅳ要約

１９５４年から５８年まて･の５年『昔〕の輝２～５月の漁期中の魚体測定結果

によると）

１）漁獲物のおもな部分を占めるものは，３２０～３４．０c〃，３７５～４７５

８の範囲にある。
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第６図豊凶別体長組成

１９５４年

▲（5.16）
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２）時期的な魚体の推移は淡のとおり（各階級で示す。）○

初漁期（２月）－３４.Ocjlz（大型），３月上，中旬-32.5c"（小型）ｊ
盛漁期（３月下～４月下旬）－３３．０～３３．５c”（大型），終漁期（５月
以降）－３３．０“（小型）

３）通常の年は，南大北小，冷水塊による異常の年は，北大南小となる。
４）雌は雄よりも平均2.2c"大きい。

５）全般に雄の出現が顕著である。

６）豊凶漁によって魚群の体長組成が異る。これの逆もある程度予測で
きる。

Ｖ引用または参考文献

東京都水産試験場調査研究要報Ⅵ（前報一海況の変動と海況との関係）
同上事業報告昭和３０年度

鮪漁業とその漁場中村広司竹内書房発行

東北海区における漁獲サンマの体長組成について
福島信一東北海区水産研究所（研究報告/ni7）

東海，黄海産重要魚類の生態学的研究（第２報）

松井魁、高井徹・曰水誌ＶＯ工・１６，仏１２

ＮＯｔｅｓｏｎｔｈｅＩＵｙｉｎｇ－ｆｉｓｈｅｓｏｆＨａｃｈｉｊｏＩＳ１ａｎｄｓ，ｗｉｔｈＮｏｍｅｎ－

ｃｌａｔＯ]ｒｉａｌＲｅｍａｒｋｓｏｎｔｈｅＦ１ｙｉｎｇ－ｆｉｓｈｅｓｏｆｔｈｅＭａｉｎｌａｎｄ

ｏｆＪａＰａｎａｎｄＨｏｋｋａｉｄｏ７

Ⅱ,OypsewrusPinnatitarsbatusjapOnicus，（withAdditionalノ
ＮｏｔｅｓｏｎＰｒｏｇｎｉｃｈｔｈｙｓａｇｏｏ）ＲｅＰｒｉｎｔｅｄｉＴｏｎUapanesejournal

Ichthyo10gyWoL3,Ｎ0３１４１５（１９５５),Ｖｏｌ，３，肌31415

ＡｂｅＴ

水産資源学久保伊津男、吉原友吉・共立出版株式会社発行

け

第２報調査担当者

東京繍都水産試験場大島分場技師
〃 八丈分場”

小西1台i男

草苅正

－２２－



第３報魚群探知機にエル､マトピウオ群の生態

Ｉはしがぎ

魚群探知機を利用した魚群の生態に関する多くの調査報告があるが，第３

報では，ハマトビウオの生態究明の一環として，１９５７年～５８年の２～５

月に伊豆諸島近海で行った調査の結果について述べる。

Ⅱ詞査方法

１使用魚群探知機と要目

双葉理工株式会社ＳＴ型（湿式記録式）

ＮＡ式角形磁歪振動子周波数１６Ｋ．０．，音響輻射面積９２×２００”２
（船底装着），振動子指向角は船の進行方向に対し前後に各’7.,左右に

各３０．

２使用船舶

都南丸（４７．６８トン１６０，馬力），速力最高８海理

３方法

主として日没から日出の間実施し，漁場への往復に海洋観測と合わせて

昼間も行った。漁具は，菰（浮）刺網を用いた。

４．調査漁場と時期

ア）ベヨネーズ礁５７年３月２８日，４月２０日………..…第１～９図

イ）青ヶ島’３月２３，２４，２８日４月２１日，５月１，
２日….………………………･…第１０～１６図

ウ）鳥島”４月９日…………………..…………第１７図

ポエ）スミス島”３月２８日.……………..…………･･第１８図
Ⅲ記録結果

（記録紙の説明）

第１図３月２８日９時淡い魚群を記録した｡操業不能。

第２図４月２０日１９時浮上群は濃密となり〆中層と海底にも沈下群が
見られる。

第３図４月２０日２０時侭とんど浮上完了した。

第４図〃〃

第５図””〉魚群の少数は海底にも見られるｏ
へ．－２３－

の

０

ワ

し



第６図４月２０日２１時から揚網開始。２２時３０分～２３時浮上大群
がある。垂直濃度は水面下最大１２ｍである。～

第７図４月２０日２３時３０分網の一端が岩礁に引掛かり水深４ｍまで

棲礁して，網を切断して脱した。

第８図１４月２１日早暁岩礁の南半を調査したが，群は３時ごろすでに沈
第９図}下し,西側のくぼみに沈下群,また中層に小群が見える。４０ｍ

以深にはほとんど見られないｄ

（流向はＳＳＥ一網５，０００尾を漁獲した。）

第１０図濃群の発見はできなかったが，夜間３０ｍ以浅に浮上群がある。

第１１～１４図日出後水深２０～３０ｍに沈下群がある。

第１５図５月１日１９時３０分～２１時浮上大群を記録したｂ垂直濃度は

水面下１５，゜２０反投網して２０，０００尾漁獲した。

第１６図５月２日１時浮上群は漸次沈下し，中層に波型に記録されている。

波型に出るのは，この魚の特徴であって，沈下状態がよくわかる。

第１７図４月９日１８時浮上大群を記録し，２２反投網して１２，０００尾漁
獲した。魚群は水面下８ｍまで密集しており、ペヨネーズ礁，青

ヶ島に比しやや淡い。（水温１５℃）

第１８図３月２８日５時魚群はないが，４０ｍ付近にカツオ群が見られる。

この漁場で４月中，下旬に相当の漁獲があった。

Ⅳ考察

ベヨネーズ礁（通称ハロース）－１３９．５４′Ｅ・３１．５５’Ｎ（明神礁の西

方５海里）－はカツオ漁場として著名であるが，ハマトピウオ漁場としては

未開拓である。海贋丸（東京水産大学練習鋸）の調査による海底地形は，下

図のとおりで，今回の調査によって有望な漁場であることがわかった。

ハマトビウオが伊豆諸島に接岸したとぎの魚群の状態は次のようである。

１）沈下群が浮上完了までの所要時間は約１時間である。

２）浮上持続時間は約３時間である。

３）夜半を過ぎろと沈下し始める。

４）早朝漸上のくぼみ（ペヨネーズ礁）または，潮陰（青ヶ島）に沈下して

いる。

５）４０ｍ以深には記録されない。漁場水深は４ＯＤｄ以浅の場所といえる。

▽

ノ

〔

■

－２４



結論的に〆現在伊豆諸島では夜間，流刺網により操業きれているがヅこの

調査で昼間の魚群の生態がわかったので，昼間操業の可能性が出てきた。従

って当場では，今後この可否ペヨネーズ礁水深図

試験を行うとともに，沈下魚

群の浮上する場合の諸条件と

産卵行動についても究明する

必要があろう。
け

･５
０

５

８

１

Ｖ参考文献

日向灘，豊後水道のイワシ類の研究

横田滝雄南海区水産研究所（研究報告随２）

魚群探知機の記録か雇見たｲﾆﾆ:圭鮠鴬芋wLル／ﾌﾟｲﾃ８，／妬１２

同

第３報調査相当者。

東京都水産試験場大島分場技師小西筒男
ＣＬ

ヨ

－２５－
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第１図（ペヨネーズ） 第４図（ペョネーズ）
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第５図（ペヨネーズ）
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鱒１１図（青ヶ島）第１０図（青ヶ島）
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第１５図（青ヶ島）
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第４j報海流封筒の漂流状態と漁況

Ｉはしがき

１９５７，５８年度のハマトビウオ漁業調査の一環として，海流封筒を投入

して，ハマトビウオの稚子の漂流および海流の状況を，海洋観測の結果とあ

わせて漁況とともに考察した。

Ⅱ調査方法

都南丸のハルトピウオ流刺網漁業試験に当り，第１表のように海流封筒を

投入した。封筒は桃色ビニール製（縦１０横１６ｃ泥）で，この中にはがきを

封入し，下部にはパチンコ玉が入れてある。封筒が直立の状態で流れるよう

にし，上部は水面上２ｃ加ぐらい出るようにした。

Ⅲ調査結果

１９５７，５８年に第１表のように２，５００枚を投入した。その結果を

１９５８年１０月に締切，第２表の結果を得た。

１９５７年：鳥島および青ヶ島で投入したものは捨得皆無であるが，御蔵

島から投入した５００枚のうち７枚拾い上げられた。

⑤

｡

第１表（海流封筒の投九拾い上表）
１９５７年

Ei眉

野

１９５８年

コニ？８F１１４０９－２０，１３００ 。

や
１１
Ｌ」］［

島’５５－０８１１５９￣４８１ｚ０Ｅ

4-,］、塁Ｉ吾４－－０１１１悪

－５１－

１
利型Ｉ
‐

海域
投入地 」点

Ｌaｔ ｎｏｎ ９
役工数 拾い上数 拾い上率 投入年月日

』嶌島

青ヶ島

御蔵島

50Ｌ２ｄ

５２－２７

５５－５２

1402-20

名９－４７

1５１－５８

Ｉ

５０ 0枚

５００

５００

0枚

０

７

０

０

1.4

５２５．１

５２．５２１

５２．４．５

鳥島

青ヶ島

八丈島

三宅島

５０二２８

５２－２７

５５－０８

５４－０１

０

1409-20
Ｉ

1５９－４７

159-48

1刃－５２

５００

５００

２００

２００

０
１
７
２

０

0.5
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第２表〔拾上表）

１９５７年

９

１１５８年

。ＪＩ４

］Ｉ翁

顧児鰯

１９５８年；鳥島で投入したものは前年同様拾得されない。青ヶ島から投

入した３００枚中１枚，八丈島２００枚中７枚,三宅島２００枚中２枚計１０

１文捨い上げられた。

１漂流状態

１）１９５７年

都南丸がハノレトピウオ漁業調査に当って，大島～鳥島間の横断観測
（８航海）を行った結果を第１図（Ａ～Ｈ）と第２図で示してある。こ

の場合，冷水塊と黒潮の潮境は１７～１８℃にあるので（Ａ図），１８℃

水帯を一応潮境と仮定する。

第２図によると１８℃水帯の消長が良くわかるが，冷水塊北部の遠州

灘，大島方面では反流（この場合流問Ｗ）が見られ水路部の観測結果では
→

黒潮の主流（Ｅ）は２～３ｋt，西同反流は０．５～0.8ｋｔの流速であ

る．

以上の結果と海流封筒の漂流状態を考えると，御蔵島近海では，

〃

《

▼

－５２－
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島
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丈
ヶ
丈
児

八
青
八
銚
鹿

９
０
１
０
５

１
１
２
２

５
５
日
５
５

５５

拾上年月日

●ら

拾い上地点 拾い上数
漂流

距離ｉ日蚊 日速
投入地点
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．
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０
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１
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１
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８
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１）冷水塊東側をう回して反流（Ｗ）に乗ったあの７０％、

幻主流外側を右回りに南下した…％｜纂二i宕果
３）本流に乗って北東進したあの１５％）～～
漂流状態は海流の外に気象要因があるが，前者を密反流（ｖ／）証後

者を吹送流（Ｖユ）とすれば，漂流速度Ｖ＝Ｖノ＋Ｗとなる。なお，

大島の風向，風速は第３，４表のとおりである。町

第５表観測風向ひん度〔９６）大島
０

]Ｉ２６６１１ＵＣ

８１１６．１１６

jｎ．Ｓｎｎｉ６Ｂ

第４表（平均風速）

ゴI』

Ｒ
Ｌ｣

２）１９５８年

前年同様に都南丸のハルトビウオ漁業調査の際γ大島～鳥島，大島～

青ヶ島間の横断観測（９航海）を行ったので，結果を第３図に示した。

水路部の観測による０，Ｅ，Ｋの結果もあわせて第４図に示した。昨年

ス尖られた冷水塊は，３月遠洲灘に小範囲にとどまっている。このため，

黒潮の流路は正常に復して著しく接岸，大島と三宅島間を１～２ｋｔで

北東進している。一方都南丸の観測では，４月中，下旬大島～御蔵島に

かげて低温が現れた。（第３，５図）。

海流封筒の漂流

１）青ヶ島で投入したものは，青ヶ島で１枚拾い上げられた。２）八丈

島で投入したものは，２００枚のうち７枚が２～４日を経た後，島陰

の渦流域に当る南東寄で捨い上げられた。

３）三宅島で投入したものは，黒潮本流に乗って銚子方面で２枚拾い上

げられた。‐

９
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Ｕりう壷リノとＸＣ

に比して西寄りの風が多い,平均風速は７％である。
第６表（平均風速）

⑪

２漁況の変動

１）１９５７年～

本年の特異現象をゑると，八女島三根の定置観測により水温変動は第
８図のとおりで，冷水塊の影響で３月下～４月上旬非常に低温である。

これは低かん水の同島占有とともに当然漁況に悪い結果をもたらした。

（第９図参照）

前にも述べたが，冷水塊の消長と黒潮本流の接岸によって漁況の好悪
が左右されているのが判る。

i失いで，都南丸は，鳥島７k域で４月８日に，ペヨネーズ礁で同２０日

に終漁期調査のための試験操業を行ったが，一晩で１万尾の好漁であっ
た。従来，鳥島海域は３月中旬終漁となり，種々の原因で伊豆諸島に魚

群が来遊しないときは分布範囲外のために不漁とされていたが，本調碧晶
によりこの場合でも，はるか沖合では回遊していることがわかった。

（この場合，黒潮本流は青ヶ島，ペヨネーズ礁間を東流する。）

２）１９５８年

本年は，昨年まで現れた冷水塊はほとんど消失し，黒潮は正常状態に

復した。従って漁況にも関係~ｵｰることが明らかなので，以下説明すると，
前年同様八女島（三根）および三宅島（坪田）における１曰，１隻当り
の漁獲慰汝は，第５，６図のとおりである。また，水温変動は汁第５，

／

Ｐ

－５４－

－－＝＝と君預,1戸可百八２Ｆ吉二′呪、パフ｡－亘
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７図のとおりである。一方，漁況をみると，２月下～３月中旬までは

５００尾以下で不漁，３月下～４月上旬１，００C尾内外，４月中～下旬、

１，５００～３，０００尾の異常豊漁で全漁期を通じて４２３万尾，大正９年

以降３９年中の最多漁獲尾数を記録した。三宅島の漁況を承ると鈩八丈

島同様に漁獲量は。３月下～４月上旬は５００～７００尾程度であったが，

４月中～下旬の低倣で約１０日間不漁があった。５月上旬１，０００～

１，３００尾の好漁があった。

Ⅳ要約

(1)１９５７～５８年３～５月の漁期間中に伊豆諸島近海で２，５００枚の海流

封筒を投入した。

(2)５７年４月御蔵島で投入した５００枚のうち，７枚拾い上げられた。こ

の漂着状況からみると，四阿反流が７０％，黒潮反流（外側）に寄って南

下（『111台）したしの１５％，本Uidに乗って北上したもの１５％である。

(3)５８年３～５月に青ヶ島と八丈島で３００枚と２００枚をそれそれ投入

したうち，青ヶ島１枚，八丈島で７枚それそれ同島で捨い上げられた。ま

た，三宅島の２００枚のうち，２枚が銚子で拾い上げられた。

(4)漁況をみると，５７牛は八丈島以南は畳l漁。以北は不Ｉ点，５８牛は三宅

島～青ヶ島は豊漁で鳥島～ベヨネーズ海域は不U鷺。

(5)５７年は冷水塊が視れたが，１９５８．年はほとんどみられなかった。

Ｖ参考文献

海況概要（昭和３２年第１，２号）海上保安庁水路部

東京都気象月報（〃第４～６号）東京管区気象台

海沈概要（昭和３３年第１，２号）海上保安庁水路部

東京都気象月報（〃第４，５号）東京管区気象台

本報第１報（海況の変動と漁況との関係）～東京都水試調査研究要報Ⅵ

回

･
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東京都水産試験場大島分場技師
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第４図流向図
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第５図（水温誕化と漁瘻量）

(１９５８笄三・三宅島）
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第６図
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